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主題を述べるため,いくつか準備を行う. \mathbb{K} を任意の体, V=\mathbb{K}^{\ell} とし




する.この時  S=\mathbb{K}[x_{1}, . . . , x_{\ell}] となる. \mathbb{K} 線形な S導分のなす階数が \ell の
自由  S加群 Der S は,座標を用いると
Der S:=\oplus $\iota$=1\ell S\partial_{x_{\mathrm{t}}}.
と表せる. \mathcal{A} を V 中の超平面配置,すなわち線形な超平面の有限族とす










d を非負整数亀を d次斉次式全体のなすベク トル空間とする.  $\eta$\in 亀を
一つ固定する.写像 \partial :  D(\mathcal{A})\rightarrow S を,
\partial( $\theta$) := $\theta$( $\eta$)
で定める.こうして得られる代数 \mathrm{c}\mathrm{o}\mathrm{k}\mathrm{e}\mathrm{r}(\partial) =  S/{\rm Im}\partial を,  $\eta$ \in  S_{d} に関す
る d次の Solomon‐寺尾代数と呼び, ST(\mathcal{A},  $\eta$) と表す.この時,空でない
Zariski 開集合砺 欧 S_{d} が存在して,  $\eta$ \in  U_{d} に関する Solomon‐寺尾代数
ST(\mathcal{A},  $\eta$) は \mathbb{K} 上有限次元代数,特にアルチン環.
\mathfrak{a}(\mathcal{A},  $\eta$) := \{ $\theta$( $\eta$) \in S |  $\theta$ \in D(\mathcal{A})\} = {\rm Im}\partial と定義されるものを,










階数 \ell のワイル群  W が V=\mathbb{R}^{\ell} に作用している状況を考える.この作
用は自然に S へのそれへと拡張されるため,不変部分 S^{W} を考えること
ができる.Chevalley の結果から,ある斉次不変式 P_{1} , . . . , P_{\ell}\in S^{W} が存在
して,
S^{W}=\mathbb{R}[P_{1}, . . . , P_{\ell}]
となることが知られている.また次数については,
2=\deg P_{1} <\deg P_{2}\leq\cdots\leq\deg P_{\ell-1} <\deg P_{\ell},
かつ (\deg Pi—l, . . . , \deg P_{\ell}-1 ) はワイル群の指数と一致することが知ら
れている.この時以下が成立する.
定理1.3 ([2], 定理3.9)
W に対応するルート系  $\Phi$ の正ルート  $\alpha$ に直交する鏡映面  H_{ $\alpha$} 全体を集め
たワイル配置 \mathcal{A} に対して,
ST(\mathcal{A}, P_{1})\simeq H^{*}(G/B, \mathbb{R})
となる.

















 $\Phi$ を,ワイル群  W に関するルート系とし,正ルートの集合 $\Phi$^{+} を固定する.
I \subset $\Phi$^{+} をイデアルとする,すなわち,  $\beta$ \in  I,  $\gamma$ \in  $\Phi$+ で,かつ単純ノレー
ト $\alpha$_{1} , . . . ,  $\alpha$\ell に対して  $\beta$- $\gamma$\displaystyle \in\sum_{i=1}^{l}\mathbb{Z}_{\geq 0}$\alpha$_{i} が成り立つなら,  $\gamma$\in I となっ






G を  $\Phi$ に対応する複素線形半単純代数群,  B をその Borel 部分群として一
つ固定する. \mathfrak{g}, \mathfrak{b} をそれぞれの対応するリー環とする.この時正則幕零元
N\in \mathfrak{g} とイデア) \triangleright I \subset$\Phi$^{+} に対して,
X (N, I):=\displaystyle \{gB\in G/B|\mathrm{A}\mathrm{d}(g^{-1})(N)\in \mathfrak{b}\oplus(\bigoplus_{ $\alpha$\in I}\mathfrak{g}_{- $\alpha$})\}
を正則幕零ヘッセンベルグ多様体と呼ぶ.ここで \mathfrak{g}_{- $\alpha$} は - $\alpha$ に対応する
ルート空間.
これを用いて以下の一般化定理を得る.
定理1,6 ([2], 定理 Ll)
 X(N, I) を,イデアル I と正則幕零元 N\in \mathfrak{g} から定まる正則幕零ヘッセン
ベルグ多様体とする.詳細については例えば[5] の第五章などを参照のこ
と.この時二次の基本不変式君に対して
S\mathrm{T}(\mathcal{A}_{I)}P_{1})\simeq H^{*}(X(N, I), \mathbb{R})
が成り立つ.特にこれらの環は完全交差環であり,
















超平面配置 \mathcal{A} が自由であり,その指数が \exp(\mathcal{A}) =(d\mathrm{i}, . . . , dのであると
は, D(\mathcal{A}) が自由 S加群であり,その斉次基底として $\theta$_{1} , . . . , $\theta$_{l}, \deg$\theta$_{i} =
d_{i} (i=1, \ldots, \ell) たるものが取れるときにいう.ここで  $\theta$\in Der  S が斉次で
あるとは,  $\alpha$\in V^{*} に対して  $\theta$( $\alpha$) が零でなければ全て斉次多項式であると
きにいい,このとき \deg $\theta$:=\deg $\theta$( $\alpha$) として定める.
以下が主定理である.
定理1.8 (自由性と完全交差性,[3])
\mathcal{A} を \exp(\mathcal{A}) = (dl, . . . \dot{ $\chi$}d_{\ell} ) たる自由配置とし,  $\eta$ \in  U_{d} ととる.この時
ST(\mathcal{A},  $\eta$) は完全交差.更に,  $\eta$\in U_{2} であるならば,







は常に完全交差環であり,特に  $\eta$ がgenericな二次式であれば,















[3] では Solomon‐寺尾代数と Solomon‐寺尾複体を,自由配置より一般的













L(\displaystyle \mathcal{A}):=\{\bigcap_{H\in \mathcal{B}}H|\mathcal{B}\subset \mathcal{A}\}
を \mathcal{A} の交差格子と呼ぶ. L(\mathcal{A}) 上のメビウス関数  $\mu$ は,  $\mu$(V)=1 及び関係
式  $\mu$(\displaystyle \mathrm{X}):=-\sum_{V\supset Y\supsetneq X} $\mu$(Y) で定義される. \mathcal{A} のボアンカレ多項式を
 $\pi$(\displaystyle \mathcal{A};t):=\sum_{X\in L(A)} $\mu$(X)(-t)^{\mathrm{c}\mathrm{o}\dim X}
159
で,特性多項式を
 $\chi$(\displaystyle \mathcal{A};t):=\sum_{X\in L(A)} $\mu$(X)t^{\dim X}
によって定義する.
定義2.2
 0\leq p\leq\ell に対して,




級数  $\Psi$(\mathcal{A};x, t) を,












 $\Psi$(\mathcal{A}_{j}\cdot 1, t)= $\pi$(\mathcal{A};t) .
160
上記結果を示すために,Solomonと寺尾が [8] で導入したものが第一章




d を非負整数とし, \mathcal{A} を V 中の超平面配置とする.  X\in  L(\mathcal{A}) に対し, S^{x}
をXの座標環とする. h\in S^{X} が X で非退化とは, \mathrm{J}\mathrm{a}\mathrm{c}(h) :=\{ $\theta$(h) \in S|
 $\theta$\in Der  S^{X} } に含まれる全ての多項式の零点の交わりがXでの原点に含
まれるときにいう.
U_{d}^{X}(\mathcal{A}) := { f\in S_{d}|f|_{X} はXで非退化}
と定義する.
命題2.7 ([8], 第四章及び系3.6)
\mathcal{A} を V=\mathbb{K}^{\ell} 中の超平面配置とし,char (\mathbb{K})\nmid d と仮定する.すると
(1) d>0 に対し,空でない Zariski 開集合
U_{d}(\displaystyle \mathcal{A}):=\bigcap_{X\in L(A)}U_{d}^{X}(\mathcal{A})\subset S_{d}
が存在し,Solomon‐寺尾代数 ST(\mathcal{A},  $\eta$) は  $\eta$ \in  U_{d}(\mathcal{A}) に対し \mathbb{K} 上で有限
次元.
(2) \mathcal{A} が指数 \exp(\mathcal{A})=(d_{1}, \ldots , d_{l}) を持つ自由配置であるなら,
 $\Psi$(\displaystyle \mathcal{A};x, t)=\prod_{i=1}^{\ell}(t(1+x+\cdots+x^{d_{\mathrm{z}-1}})+x^{d_{l}})
が成り立つ.
定理1.2の証明.命題2.7 (1) より有限次元性は直ちに従う. \square 
これにより,Solomon‐寺尾代数の有限次元性が保証される.また詳細は








定理1.3の証明. I:V\times V\rightarrow \mathbb{R} を W不変な内積とする.この時 I :  $\Omega$ Î \rightarrow
Der  S たる同一視があることに注意.この時 [7] より,ワイル配置 \mathcal{A} の対
数的ベクトル場 D(\mathcal{A}) の基底は,
IdP_{1} , . . . , IdP_{\ell}
で与えられるのであった.さて, \mathcal{A}\neq\emptyset たる配置の基底は必ずオイラー微分













ST(\mathcal{A},  $\eta$) という表記からもわかる通り,環構造が  $\eta$ という generic な多項






\mathcal{A} が自由配置で \exp(\mathcal{A})=(d_{1}, \ldots, d_{\ell}) のとき,
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